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《先生と図書委員が選んだお薦めの本》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栃木県立栃木高等学校 
図書委員会 

令和２年９月１日発行 

『 ＵＳＪのジェットコースターはなぜ後ろ向きに走ったのか？ 』 森岡毅                       島田一幸 先生 

今やＴＤＬに比肩する、大阪テーマパーク「ＵＳＪ」。皆さんの中にも、訪れたことのある人は少なくないと思います。このＵＳＪ、実は開業

から数年ほどで、来場者数の減少による経営破綻の危機に陥ったことがあるのをご存じでしょうか。その時、さまざまな驚くべきアイディ

アを駆使して経営を見事に立て直し、ＵＳＪを業界トップクラスのテーマパークへと成長させたのが、この本の著者の森岡毅氏です。圧

倒的な人気を誇る「ハリーポッター」エリアの開業も、この人のアイディアによるものです。 

本の言葉を借りると、「９回裏ツーアウト。あとアウト１つで試合終了という絶体絶命の危機から、いかにしてヒットをつなぐか」という状況で、どのよう

にその危機を乗り越えたのか。日本を代表するマーケターによる経営戦略の極意の数々が、分かりやすく書かれています。将来、経営やマーケテ

ィングの仕事に携わりたいと考える人には、必読の一冊です。 

 

『 となり町戦争 』 三崎亜記                                               長平佳史 先生 

         主人公は、住んでいる町が、となり町と戦争になったことを広報で知ることになりました。しかし、戦争の気配など生活の中ではまったく感 

じることはできません。それなのに広報には時折「戦死者数」の知らせが記載されていて、戦争は確実に行われている・・・。 

そんな時に主人公は役場から密かに情報収集の任務を受けることになります。 

私たちは、戦争のリアルをほとんど感じることはできません。しかし、世界のどこかでは紛争が起きていて、命の危険にさらされている人が 

確実にいます。物語では主人公が戦争の現実に向き合うような場面が出てきますが、個人的にはその場面が怖かったし、一方で見過ごしてはならない

ことなのだと思いました。 

自分が見ようとしなければ、物事は深く見えません。一方で視野を広げる必要もあります。そのような大切さを再確認させてくれる作品だと感じました。

皆さんもこの作品を読んで、今学習しているものをより深く理解し、そして周囲にいる友人をより知ろうとしてくれたらと思っています。 

 

 
『 NASAより宇宙に近い町工場 僕らのロケットが飛んだ 』 植松 努          3年 5組 浦沢冬馬 

『「どうせ無理」という言葉をこの世からなくす』 

私がこの本の中で最も好きな言葉である。これは、この本の著者である植松氏が自身の会社において、稼ぎのでない宇宙事業を続けてい

る理由として放った言葉だ。これを初めて見た中学二年の私はとても感動した。なまけ者の私にとっては考えられないことであると同時に、

難しいことでも「とりあえずやってみよう」と思えるきっかけとなった。この他にも、うまく世を渡っていく方法やためになる言葉がたくさんある。 

ぜひ、この感動をあなたにも。 

 
『 失われた過去と未来の犯罪 』 小林 泰三                      3年 5組 大歳峻平 

もし、人間が長期記憶の機能を失ったら、つまり小テスト 1回ギリ凌げるレベルの脳力になってしまったら、世界はどうなるか。「当たり前」

のピースを１つだけ外す、というまぁありがち SFパニックである。しかしこの非凡なる作者は実直に論を詰め、事態を深刻化させる手を止め

ない。始めこそ余裕のあった読者も、結末の啓蒙の高さには「恍惚」という言葉がふさわしい境地に達するはず。貴方も一度踏み込んでみ

ては？ 

  
『 鬼平犯科帳 』 池波正太郎                             3年 6組 若林達哉 

私が推薦する本は「鬼平犯科帳」という本です。時代背景は江戸時代、火付盗賊改長官の旗本「長谷川平蔵」がこの物語の主人公で

す。どんな悪をも許さない質実剛健なこの男の周りでは、あらゆる事件が起こりますが、今回はある話を紹介していきたいと思います。平蔵

に捕らえられた盗賊「小房の粂八」は両親がおらず、盗賊となって暮らしていました。その盗賊団の掟に「犯さず殺さず貧しきものからは盗ら

ず」という『誠の盗人三ヶ条』なるものがありました。粂八はそんな掟を作ったお頭に憧れますが、ある日若気の至りで掟を破り破門されてし 

まいます。どんなに謝っても許しはもらえず、一人働きの日々。そんな中でも粂八はその掟を守っていました。牢の中で生活するうち、ある事件が起こり

ます。入った屋敷の人間は残らず皆殺し、女は犯し、畜生働きをする盗賊がここ最近、多発しているというのです。粂八は密偵として探らせてほしいと平

蔵に頼み、町の旅籠へ潜伏、情報を集めます。そんな中、パラパラと雨が降る夜、一人の男が粂八を訪ねます。なんとあの憧れだったお頭だったので

す。男は「ここ最近、お勤めがあったのをお前も知ってるだろう。どうだ、元の鞘へ収まる気はないか」と話を持ち掛けます・・・ここからは、皆様の目と第

六感で味わって頂けたらと思います。ぜひ、読んでみてください！ 

『 寝ながら学べる構造主義 』 内田樹                          菅野信男 先生 

自分では主体的に独自にものを考えているつもりでも、自分というものは、時代や地域によって限定された存在であり、ものを感じ

させられ、見させられ、考えさせられている、ということがわかる本。私がもし高校時代にこの本に出会っていたら、フランス語を学び、

大学のフランス学科に入り、哲学の勉強をしたいと思ったにちがいない。自分だけは限定された存在ではないことをアイデンティティ

にしたくて。そして、その自分だけが例外という考え自体が、孤高を誇れるものではなく(自分が考えた思想を持っているわけではない 

ので)、すでに他者との関係を前提にしており、他者との違いを主張したいという子どもっぽいものにすぎないことに気づくまでに長い時間がかかり、

山月記の李徴のように思い悩んだことだろう。近代を批判するのは、口先だけではあまりに容易だが、本当は身を削るような困難からしかできないも

のであり、そういうことに気づけずに、真の困難の入り口にさえ到達できたかどうかもかなりあやしい気がする。いや、そんなことはどうでもよい。ともか

く、読み出すと止まらない面白さがある本です。 



159   ﾀ 2020年6月30日にまたここで会おう　瀧本哲史伝説の東大講義 瀧本哲史 517   ﾅ 天、共に在り　アフガニスタン三十年の闘い 中村哲
933   ﾃﾞ ペスト ダニエル・デフォー 913.6 ﾀ     火怨  上 高橋克彦
230   ｼ    十字軍物語　１　神がそれを望んでおられる 塩野七生 913.6 ﾀ 火怨　下 高橋克彦
230   ｼ    十字軍物語　２　イスラムの反撃 塩野七生 375   ｲ 受験脳の作り方 池谷裕二
230   ｼ    十字軍物語　３　獅子心王リチャード 塩野七生 159   ｲ 自己探求　本当のあなたはどれですか。 飯塚毅
450   ｶ やりなおし高校地学 鎌田浩毅 913.6 ﾋ クスノキの番人 東野圭吾
933   ﾍ Oヘンリー傑作編 O・ヘンリー 913.6 ｶ センセイの鞄 川上弘美
002   エ 奇跡の論文図鑑　ありえないネタを、クリエイティブに！ NHK「ろんぶ～ん」制作班 209   ｼ エル・チチョンの怒り 清水透
913.6 ﾑ 蛍・納屋を焼く・その他の短編 村上春樹 488   ｶ 鳥類学者だからって、鳥が好きだと思うなよ。 川上和人
210   ｵ 壱人両名 尾脇秀和 913.6 ｱ 許されようとは思いません 芦沢央
913.6 ﾊ 銀漢の賦 葉室麟 913.6 ﾂ この世にたやすい仕事はない 津村記久子
913.6 ﾄﾞ 10-ten- 俺たちのキックオフ 堂場瞬一 914   ﾓ 太陽と乙女 森見登美彦
159   ﾓ 苦しかったときの話をしようか 森岡毅 913.6 ﾊ 探偵AIのリアル・ディープラーニング 早坂吝
786   ｶ 新冒険手帳 かざまりんぺい 913.6 ｻ 明るい夜に出かけて 佐藤多佳子
913.6 ｴ 神楽坂愛里の実験ノート 絵空ハル 613.6 ｱ 吾輩も猫である 赤川次郎
210   ｼ 面白くて眠れなくなる『古事記』 島崎晋 913.6 ﾀ 砕け散るところを見せてあげる 竹宮ゆゆこ
913.6 ｶ よろずのことに気をつけよ 川瀬七緒 913.6 ｱ 帰郷 浅田次郎
933   ｵ 本当の戦争の話をしよう ティム・オブライエン 913.6 ﾀ 君と漕ぐ 武田綾乃
159   ｲ 心。 稲盛和夫 911   ﾘ 空が青いから白をえらんだのです 寮美千子
304   ｵ 日本進化論 落合陽一 913.6 ﾑ 一人称単数 村上春樹
837   ｲ  おもてなしの基礎英語 井上逸兵 913.6 ﾀ 首里の馬 高山羽根子
913.6 ｱ マツリカ・マジョルカ 相沢沙呼 913.6 ﾊ 少年と犬 馳星周
913.6 ﾋ 怪しい人びと 東野圭吾 913.6 ﾄ 破局 遠野遥
913.6 ｿ 正義の申し子 染井為人 548   ｲ スパコンを知る　その基礎から最新の動向まで 岩下武史
913.6 ｼ 花咲小路四丁目の聖人 小路幸也 778   ｷ 菊地成孔の欧米休憩タイム 菊地成孔
913.6 ﾓ 生きる　劉連仁の物語 森越智子 104   ﾁ 世界は贈与でできている 近内悠太
913.6 ｺ ある晴れた夏の朝 小手鞠るい 304   ﾑ コロナ後の世界を生きる　私たちの提言 村上陽一郎
783   ﾜ ワタベ高校野球の味方です。 渡部建 913.6 ﾅ カインの傲慢 中山七里
338   ｷ 金持ち父さん貧乏父さん ロバート・キヨサキ 913.6 ｼ カレーライス　教室で出会った重松清 重松清

 

 

      栃高祭で古書を展示しました       <第１回購入希望図書調査を実施します> 

                                    期間：９／１４(月)～９／２４(木) 

                                           自分が読みたい本、栃高生に読んで欲しい本、 

新刊など、この機会に是非たくさんリクエスト 

してください。お待ちしています！ 

  

                                  <本の返却をお願いします> 

 延滞図書回収中です。返却期限を過ぎた本は 

                                                速やかに返却してください！   

   

                                                

新着図書一覧 ２０２０/７/８～８/２１ 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


